
令和 7 年 5 月 26 日 

 

日本バウビオロギー研究会（ＢＩＪ） 

第 74回定例セミナー(オンライン)  

高断熱住宅における冬季の低湿度の実態と室内空気質について 
 

概要： 

2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて，ZEH の普及が進められ，また，2022 年には上位等級として断

熱等性能等級 6・7 が創設されるなど，省エネ基準の断熱性能を超える高性能住宅が注目されています。住宅に

おける断熱性能の向上は，冷暖房エネルギー消費の削減や良好な室内温熱環境の形成のみならず，居住者の様々

な疾病の改善にもつながることが指摘されています。一方，高性能住宅では，冬季においては室温の上昇に伴い，

相対湿度は低下し，空気の過乾燥や眼・喉・肌といった身体への影響などを訴える声も多く，室内で加湿を行う

だけでは十分に解決できない現状もあり，今後，高断熱化が進むにつれて，新たな問題として認識されつつあり

ます。 

本セミナーでは，高断熱住宅における冬季の低湿度の形成要因を分析し，また，湿度の適正範囲について整理す

るとともに，その実態について実住宅における室内温湿度や室内空気質の実測結果に基づき，低湿度となる住宅

と回避できている住宅の事例を紹介したいと思います。（日本バウビオロギー研究会理事 三田村輝章）。 

 

日 時：2025年 6月 10日（火） 18：00～20：00(開場 17:45) 

 

プログラム 

ごあいさつ／趣旨説明 石川 恒夫（BIJ 代表理事)  

講 演 三田村 輝章（前橋工科大学 環境デザイン領域 教授） 

参加費：無料 

申 込：6 月 9 日（月）までに bureau@baubiologie.jp 宛てにメールでご連絡ください。  

前日までに Zoom の URL を、直接（申込メール返信で）お送りしますので、 ＰＣに Zoom のインスト

ール（無料）をお願いいたします。 

 

(講師：三田村 輝章) 

1973 年福井県生まれ（愛知県育ち）。東北大学大学院工学研究科博士後期課程修了。博士(工学)。2000～2001 年デンマーク工科大

学 室内環境・エネルギー国際研究所に留学。横浜国立大学、足利工業大学（現 足利大学）を経て、2011 年より前橋工科大学。シ

ックハウス、温熱環境など、主に住宅における熱・空気・湿気環境の研究に取り組む。著書に『ぜんそくとアトピーの治る家』（共

著、幻冬舎ルネッサンス新書）、『住まいのアレルギー対策 室内環境からのアプローチ』（共著、技報堂出版）など。 

 

おしらせ 

日本バウビオロギー研究会は 2025 年 6 月 2 日、一般社団法人の認証を受けました。今後一層、日本の地に根差

した活動を展開してまいります。 
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